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～当時の生活における武士や刀～ 

 

当リーフレットでは、前作に引き続き『江戸大節用内海蔵』を取り扱

う。節用集のなかの武将と刀のページを紹介する。 

平和な江戸時代の人々の目には、過去の武将達や刀など武力を司るもの

はどのように映っていたのだろうか。また、当時の刀剣の用途はどのよう

なもので、節用集にはそれがどのように反映されているのか考察する。 
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202６年６月の作品は 

『江戸大節用海内蔵』 

―江戸時代の日用辞典― 
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〜展示の見どころ〜 

武将と刀についての情報 

 

（１）本朝百将傅（過去の武将一覧） 

絵付きの武将の紹介が掲載されている。当時の武将がどのような評価を得て

いたのかがわかる。裏面に示した右の図版の左に平清盛、左の図版の右に源義

仲、左に源頼朝が描かれている。彼らは華々しい英雄としてではなく、客観的

な来歴がまとめられていることがわかる。以下の文章からも、その来歴につい

ては、現代社会に伝わるものと大きな差はないと考える。 
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図版２ 源頼朝（左）、源義仲（右） 

 

（２）刀剣の大概 

剣と刀、太刀の説明が掲載されている。 

図版１ 平清盛（左） 
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はじめに剣の説明が入るが、剣

自体の構造よりも逸話が有名な剣

を詳しく紹介している。次に刀、太

刀の説明と図解が続く。刀や太刀

には詳しい図解があるにも関わら

ず、剣にはない。 

以下はあくまで筆者の予想であ

るが、その理由は当時剣がそれほ

ど生活に身近なものではなかった

からだと考えられる。このため民衆の興味を惹くような逸

話を持つ剣が紹介されていると考える。また、当時武士が帯刀した「刀」は打

刀を指し、打刀と脇差の二本を差していた。それ以外の脇差や短刀は町人たち

も当たり前のように持っていた。刀は武将の象徴だけでなく、ファッションア

イテムとしても使われていた。次第に農民や町人の脇差帯刀は規制されていく

が、このような存在という価値観は長く残った。しかし、文久の年は激動の時

代となり、浪士による狼藉が相次ぎ、刀は本来の武器としての役割を取り戻し

てしまったという時代背景がある。筆者は、文久の時代に刀が武器として実用

されたという背景が、刀の構造に関する情報の需要増加につながったと考える。 
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あとがき ～貴重資料に触れて～ 

このリーフレットを作成し、江戸時代の武力への見方を垣間見ることができました。特に、人々

の武器へのまなざしがあこがれから恐怖へと変わっていく様は、現代も同様に起こりうると考え

ました。現代において武器がその役割を再び取り戻さないよう、努める必要があることを意識して

いただけたら幸いです。                  
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図版３ 刀剣の大概 


